
騒焦 Na788 人口と世帯 

6月30日現在（ ）内は前回比、男 23,660（十14）女 26,242（一1）計 49,902（十13）世帯 16, 738 ( +24) 
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みんな、っいておいでー。 

さわやかな曲が流れます0（南小鼓笛隊） 

文学散歩（図書館） 
郷土関係資料の他にお子さん
のために、昆虫の図書と本物
の「ザリガニ」も展示。 

大忙がしの豚汁サービス。 

花しょうぶ 

映える 

花菖蒲／ 

，、，m/h．ー一ー ‘ 
観音林遺跡出土品展示（資料館） 
思いは遥か縄文の彼方ー。 

せせりぎを、ひとっとび。 

七
月
三
日
、
四
日
の
両
日
、
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
「
第
四
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
」
は
、
好
 

天
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
の
市
民
約
二
万
四
千
人
が
訪
れ
、
初

夏
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

今
年
か
ら
花
菖
蒲
ま
「
り
会
場
と
な
っ
た
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
は
、
 

歴
史
あ
る
五
所
川
原
農
林
高
校
跡
地
の
、
大
木
の
茂
る
森
も
そ
の
ま

ま
に
、
芝
生
と
、
花
菖
蒲
と
遊
水
路
の
美
し
い
公
園
で
、
青
森
県
で
 

は
唯

ー
力
所
、
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
公
認
の
推
せ
ん
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

,
 

花しょう

映える¥、
/ 

七
月
三
円
、
四
日
の
両
日
、
菊
ケ
丘
氷
郷
公
園
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
「
第
四
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
」
は
、
好

天
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
の
市
民
約
二
万
四
千
人
が
訪
れ
、
初

夏
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
か
ら
花
菖
蒲
ま
つ
り
会
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な
っ
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菊
ケ
丘
水
郷
公
園
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歴
史
あ
る
五
所
川
原
農
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高
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跡
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、
大
木
の
茂
る
森
も
そ
の
ま

ま
に
、
芝
生
と
、
花
菖
蒲
と
遊
水
路
の
美
し
い
公
園
で
、
青
森
県
で

は
唯

一
カ
所
、
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
公
認
の
推
せ
ん
コ

l
ス
と

な

っ
て
い
ま
す
。

花菖蒲

ついておいでー。

文学散歩 (図書館)
郷土関係資料の他にお子さん

のために、昆虫の図書と本物

の「ザリガ二」も展示。

みんな、

観音林遺跡出土品展示 (資料館)

思いは蓬か縄文の彼方一。

。
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C句りせせ 大忙がしの豚汁サービス。
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虫
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
 
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
内
に
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
の
シ

ン
ボ
ル
「
虫
お
く
り
」
の
「
虫
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
揚
げ
ら
れ
、
 

七
月
「
百
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「虫
」
の
素
材
は
青
森
ヒ
バ
を

使
用
、昨
年
の
七
月
に
建
立
し
た
「は
な
し
ょ
う
ぶ
苑
」
の標
本

（
歴史

民
族
資
料
館
寄
り
）
に
一体
（
七二
ーメ
ー
ト
ル
）
と
、ポ
プ
ラ
の
木
（図

書
館
寄
り
）に
一
体
（約
五
メ
ー
ト
ル
）
の二
体
が
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

,
?
  

《
，
ザ

・
 

。
‘
、
、
 

闇
神
営
江
戸
系
原
種
は
な
し
ま
う
 

ー

／
 、

 

‘
柳
『
 

ノ

h
 

第4回ごしょがわら 

皇
筆
刀
！
婦
着
価
回
霊
濯
 

明
る
い
ま
ち
に
 

。
 

ー
街
頭
。
ハ
レ
ー
ド
で
呼
び
か
け
H
 

七
月
十
日
、
市
役
所
前
お
祭
り
広
場
で
、
第
四
十
三
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
市
民
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
、
市
保
護
司
会
や
地
区
防
犯
協
会
、
市
P
 

T
A
連
合
会
な
ど
、
市
内
各
団
体
か
ら
約
四
百
人
が
参
加
、
住
み
よ

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
（
向
け
、
 一
層
の
運
動
推
進
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、
県
警
の
音
楽
隊
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド
、
少
年
の
非
行
防

止
と
更
正
の
援
助
等
を
市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
七
年
か
ら
、
青
森
ヒ

バ
を
使
用
、
 一
刀
彫
り
で
虫
人
形

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
 

現
在
は
「
津
軽
虫
お
く
り
人
形

の
里
」
た
く
み
工
房
（
元
町
）
の

主
人
と
し
て
、
又
、
虫
お
く
り
研

究
会
会
長
と
し
て
も
、
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

若
い
頃
か
ら
、
津
軽
地
方
に
伝

わ
る
、
虫
お
く
り
を
研
究
、
村
外

れ
の
大
木
に
掛
け
ら
れ
た
ワ
ラ
の
 
 

虫
を

ー
ッ
ー
ッ
見
て
歩
い
た
と
の

こ
と
。
虫
お
く
り
が
市
の
祭
り
と

し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
昭
和
三
十

九
年
に
は
、
既
に
、
当
市
を
訪
れ

た
常
盤
宮
様
に
、
虫
人
形
を
献
上

し
て
い
ま
す
。
 

「虫
お
く
り
の
行
事
は
各
地
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
を
祭

り
と
し
、
虫
人
形
を
作
っ
て
い
る

の
は
、当
市
だ
け
で
、全
国
の
方
々

か
ら
励
ま
し
の
便
り
が
来
ま
す
。
 

郷
土
に
伝
わ
る
郷
土
の
心
は
い
つ

ま
で
も
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
。」
 

と
お
つ
し
や
っ
て
い
ま
し
た
。
 

「虫
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
者
の

田
沢
多
一
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
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。
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●
 私の
風
景
  
⑩
 

三
 
村
 
隆

さ
ん
 

（
市内
松
島
町
七
丁
目
五
九
）
 

「
憩
い

の
ま
ち

」
 

松
島
町
に
住
ん
で
二
十
六
年
、
 

し
、
数
年
前
わ
が
家
を
訪
ね
た
東

こ
の
町
は
私
の
人
生
で
最
も
長
い
 
京
住
ま
い
の
友
人
が
 
フ」
んな
素

居
住
地
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
 
晴
ら
し
い
所
が
あ
る
も
の
で
す
か
」
 

町
の
中
に
あ
る
中
央
小
と
五
一
 
と
感
嘆
し
な
が
ら
周
囲
を
飽
か
ず

中
で
学
ん
だ
三
人
の
子
ど
も
達
は
 
見
回
し

た
。
都
心
に
生
活
す
る
彼

東
京
で
結
婚
し
、
妻
と
二
人
の
こ
 

な
ら
ず
と
も
、
わ
が
家
の
周
囲
の

れ
か
ら
の
老
後
生
活
に
思
い
め
ぐ
 

夜
景
は
美
し
い
。
緑
地
帯
に
並
ぶ

ら
す
こ
と
が
多
い
。
け
れ
ど
も
、
 

柳
と
桜
の
樹
木
が
淡
い
灯
火
の
中

子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
、
こ
の
町
 

に
幻
想
的
に
浮
か
び
、
前
方
の
中

と
古
び
た
わ
が
家
が
故
郷
ら
し
い
 
央

公
園
が
薄
闇
の
中
に
遠
く
広
が
 

る
静
寂
の
風
景
は
市
内
に
も
あ
る

ま
い
。
 

去
年
の
秋
、
家
の
前
の
柳
の
木

に
、
珍
鳥
ァ
カ
ゲ
ラ
が
直
径
六
セ

ン
チ
程
の
巣
穴
を
作
り
始
め
た
の

で
大
事
に
見
守
り
続
け
た
。
定
住

し
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た

が
、
ア
カ
ゲ
ラ
も
住
ま
い
を
求
め

る
程
の
こ
の
環
境
は
、
三
人
の
わ

が
子
達
と
幸
せ
を
共
有
で
き
る
私

た
ち
の
、
本
当
の
故
郷
か
も
し
れ

な
い
、
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。
 

,
 

ま
し
た
。
 

お
は
あ

ち
ゃ

ん
、
 

肩
た

た
き
、

し
ま
し
ょ

う
か
 

ー
五
小
児
童
と
く
る
み
園
七
タ
交
流

ー
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（
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
ー
・

七
月
五
日
、
く
る
み
園
の
入
園

者
と
五
所
川
原
小
学
校
三
年
生
の

児
童
百
人
は
、
ふ
れ
合
い
の
七
タ

ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。
 

み
ん
な
で
一
緒
に
歌
を
う
た
っ
 

中意
の
花
か
④
 

＠
社
会
福
祉
へ
 
 

た
り
、
肩
た
た
き
を
し
た
後
、
「小

さ
い
時
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
た
の

で
す
か
」
な
ど
の
質
問
も
あ
り
、
 

お
年
寄
り
達
は
楽
し
そ
う
に
、
昔

の
遊
び
の
話
を
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
児
童
達
は
「
今
日
の
こ

と
は
、
社
会
科
の
勉
強
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
い
と
お
礼
の
こ
と
ば

を
述
べ
、
自
分
達
で
作
っ
た
笹
飾

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
お
年
寄
り
と

児
童
の
楽
し
い
七
タ
の
日
と
な
り
 

津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
 

ぎ
け
い
ど

う
 

義
経
堂
に
あ
ま
た
さ
が
れ
る
願
い

絵
馬
桜
ま
し
ろ
き
昼
を
ゆ
ら
め
く
 

山
谷
 
久
子
 

子
と
吾
の
紳
を
結
ぶ
電
話
線
タ
焼
 

空
に
黒
く
浮
き
立
つ
 蝦

名
 
麗
子
 

岩
木
山
遠
く
は
っ
き
り
見
え
る
朝
 

半
袖
姿
で
勤
め
に
出
て
ゆ
く
 

山
中
 
一
子
 

お
お
 
い
し
 

巨
き
石
け
ん
命
に
曳
く
馬
の
近
く

犬
寄
り
ゆ
き
て
何
か
話
し
て
る
 

山
口
 
信
子

利
子
つ
か
ぬ
タ
ン
ス
の
奥
の
一
万

円
札
確
か
め
て
見
る
今
日
の
安
ら

ぎ
 

野
呂
 
富
枝
 

御
社
の
杉
の
根
方
の
一
輪
草
な
ぜ
 

か
小
首
を
か
し
げ
咲
き
い
る
 

三
上
き
よ
み
 

【
 

〇
木
村
幸
次
郎
さ
ん

（
田町

一
二
一
ー
一
）
廿
十
万円
。
 

〇
五
所
川
原
市
大
工
組
合

（
竹内
義
博
部
長
）
I
「住
宅
デ

ー
」
包
丁
研
ぎ
の
際
の
収
益
金
三
万
三
千
二
百
円
。
 

〇
成
田
善
造
さ
ん

（小
曲
字
沼
田
三
五
ー
二
）
廿
二
十
万
円
。
 

〇
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合

（
今
博
理
事

長
）
廿
一
万
六
千五
十
五
円
。
 

〇
佐
々
木
茂
樹
さ
ん

（
雛
田
一
四
一
ー
一
）
廿七
万
円
。
 

〇
囲
中
三
五
所
川
原
店
（
羽
賀
勝
也
店
長
）
廿
傘
他
六
十
点
。
 

〇
石
岡
か
つ
え
さ
ん

（み
ど
り
町
五
丁
目
四
）
廿
子
供
用
衣
料
品
等
二
百
四
十
点
。
 

…私
の
風
景
一

「
憩
い
の
ま
ち

」

松
島
町
に
住
ん
で
二
卜
六
年
、

こ
の
町
は
私
の
人
生
で
最
も
長
い

庇
住
地
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

町
の
巾
に
あ
る
中
央
小
と
丘

一

中
で
学
ん
だ
三
人
の
子
ど
も
達
は

点
ボ
で
結
時
し
、
実
と
二
人
の
こ

れ
か
ら
の
老
後
生
活
に
思
い
め
ぐ

ら
す
こ
と
が
多
い
。
け
れ
ど
も
、

子
ど
も
達
に
と

っ
て
は
、
こ
の
町

と
古
び
た
わ
が
家
が
故
郷
ら
し
い
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数
午
前
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が
家
を
訪
ね
た
東

京
住
ま
い
の
友
人
が
「
こ
ん
な
素

明
ら
し
い
所
が
あ
る
も
の
で
す
か
」

と
感
嘆
し
な
が
ら
周
囲
を
飽
か
ず

見
回
し
た
。
都
心
に
生
活
す
る
彼

な
ら
ず
と
も
、
わ
が
家
の
周
囲
の

夜
景
は
美
し
い
。
緑
地
帯
に
並
ぶ

柳
と
桜
の
樹
木
が
淡
い
灯
火
の
中

に
幻
想
的
に
浮
か
び
、
前
方
の
中

央
公
悶
が
薄
閥
の
中
に
遠
く
広
が

る
静
寂
の
風
景
は
市
内
に
も
あ
る

ま
い
。去

年
の
秋
、
家
の
前
の
柳
の
木

に
、
珍
烏
ア
カ
ゲ
ラ
が
直
径
六
セ

ン
チ
程
の
巣
穴
を
作
り
始
め
た
の

で
大
事
に
見
守
り
続
け
た
。
定
住

し
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た

が
、
ア
カ
ゲ
ラ
も
住
ま
い
を
求
め

る
程
の
こ
の
環
境
は
、
三
人
の
わ

が
子
達
と
幸
せ
を
共
有
で
き
る
私

た
ち
の
、
本
当
の
故
郷
か
も
し
れ

な
い
、
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

-局
た
た
き
、
し
ま
し
ょ
う
か

1
五
小
児
童
と
く
る
み
園
七
夕
交
流

1

P
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜

l
p

七
月
五
日
、
く
る
み
園
の
入
国

者
と
五
所
川
原
小
学
校
三
年
生
の

児
童
百
人
は
、
ふ
れ
合
い
の
七
夕

ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
緒
に
歌
を
う
た
っ

善
意
の
花
か
ご

た
り
、
肩
た
た
き
を
し
た
後
、
「
小

さ
い
時
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
た
の

で
す
か
」
な
ど
の
質
問
も
あ
り
、

お
年
寄
り
達
は
楽
し
そ
う
に
、
廿

の
遊
び
の
話
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
児
童
達
は
「
今
日
の
こ

と
は
、
社
会
科
の
勉
強
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
日
と
お
礼
の
こ
と
ば

を
述
べ
、
自
分
達
で
作
っ
た
笹
飾

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
お
年
寄
り
と

児
童
の
楽
し
い
七
夕
の
日
と
な
り

宇
品

f
u
h
』。

雪量

き記
津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会

ぎ
け
い
ど
う

義
経
堂
に
あ
ま
た
さ
が
れ
る
願
い

絵
馬
桜
ま
し
ろ
き
畳
を
ゆ
ら
め
く

山

谷

久

子

子
と
吾
の
紳
を
結
ぶ
電
話
線
夕
焼

空
に
思
く
浮
き
立
つ

蝦
名

岩
木
山
遠
く
は

っ
き
り
見
え
る
朝

半
袖
姿
で
勤
め
に
出
て
ゆ
く

h
u

L
ド

お

お

い

し

巨
き
石
け
ん
命
に
曳
く
馬
の
近
く

犬
寄
り
ゆ
き
て
何
か
話
し
て
る

山

口

信

子

利
子
っ
か
ぬ
タ
ン
ス
の
奥
の

一
万

円
札
確
か
め
て
見
る
今
日
の
安
ら

ぎ

野

呂

富

枝

御
社
の
杉
の
恨
方
の

一
輪
平
な
ぜ

か
小
首
を
か
し
げ
咲
き
い
る

三
上
き
よ
み

@
社
会
福
祉
へ

O
木
村
幸
次
郎
さ
ん

(田
町

=
二

!

こ

U
十
万
円
。

O
五
所
川
原
市
大
工
組
合

(竹
内
義
博
部
長

)
H
「
住
宅
デ
l
」
包
丁
研
ぎ
の
際
の
収
援
金
三
万
三
千
二
百
円
。

O
成
田
善
遣
さ
ん

(小
曲
字
沼
田
三
五
l
一
乙

l
二
十
万
円
。

O
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合

(今
博
理
事
長

)
l
一
万
六
千
五
十
五
円
。

O
佐
々
木
茂
樹
さ
ん

(雛
田

一
四

一
l
こ

l
七
万
円
。

O
M問
中
三
五
所
川
原
庖

(
羽
賀
勝
也
庖
長
)
リ
傘

他

六
十
点
。

O
石
岡
か
つ
え
さ
ん

(み
ど
り
町
五
丁
目
四
)

H
H
子
供
用
衣
料
品
等
二
百
四
卜
点
。

艶
子子

4 平成5年8月 1日



市
内
高
野
の
、
今
 
博
さ
ん
 

」
「
天
明
一

」ら
四
年
餓
死
諸
霊
供
養
碑
」
を
補修
 

今
 
博
さ
ん
 
禽
野
字
柳
田
一
一

五
七
）
は
、
同
地
区
内
に
建
立
さ

れ
て
い
る
供
養
碑
の
文
字
な
どが
、
 

風
化
さ
れ
読
み
に
く
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
無
料
で
補
修
を
手
掛
け

て
い
た
も
の
で
す
が
こ
の
ほ
ど
完

了
し
ま
し
た
。
 

こ
の
碑
は
、
今
か
ら
約
二
百
年

前
、
天
明
二
年
か
ら
連
続
六
年
間
、
 

津
軽
地
方
を
襲
っ
た
凶
作
に
よ
り

餓
死
し
た
と
い
わ
れ
る
八
万
人
の

霊
を
供
養
す
る
た
め
、
第
九
代
目
 

の
津
軽
藩
主
寧
親
が
文
化
十
二
年
 

（天
明
の
飢
鯉
の
三
士
」
回
忌
に

当
た
る
）
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

補
修
完
了
に
当
た
り
、
今
さ
ん

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

「市
の
広
報
の
「
市
史
編
纂
だ

よ
り
」
第
十
一
回
目
に
、『
天
明
の

飢
鰹
と
飯
詰
村
』
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
の
住
む
高
野
地
区
内

に
は
そ
の
供
養
碑
が
昔
か
ら
あ
つ

た
の
で
す
。
 

今
は
飽
食
の
時
代
で
当
時
の
惨

状
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
達
の
祖

先
の
苦
労
を
思
う
と
き
、
こ
の
こ

と
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
 

一A
r
e私
達
の
責
務
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。」
 

語
り
継
ぐ
だ
け
で
は
消
え
て
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
が
こ
う
し
て
形

に
な
っ
て
残
り
ま
し
た
。
 

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成5年7月20日現在） 

五所川原市 
交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市 
管 	内 
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生
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( ）内は前年対比。 

ドアしめて 

ベルトをしめて 

気をしめて 

きれいになった供養碑 

長者森墓地マy三 

臨時バスが運行します。 
レ運行日時 

月 日 営業所
発 駅前発 松

団
 
島
地
 

墓地着 墓地発 

8月13日 11:00 11:15 11:25 11:40 12:10 

8月13日 14:00 14:15 14:25 14: 40 15:10 

8月14日 16:00 16:15 16:25 16: 40 17:10 

8月巧日 16:00 16:15 16:25 16: 40 17:10 

8月20日 14:00 14:15 14:25 14 : 40 15:10 

運行経路（各停留所停車） 

営業所一駅前一松島団地一墓地（葬斎苑前） 

料金 営業所～320円 駅前～300円

松島団地～200円 

いっしよにはじめてみませんか 

平成5年度 五所川原工業高等学校公開講座 
ハソコン・ワーフ口入門講座 

レ内容 はじめてパソコンを手にする人を対象に、ひとり 1台で、 
キー操作、 ワープロ，表計算（ロータス 1一 2 一 3）の順で、 Jくコ 
さしく、ていねいに，楽しく学習します。 

ン期間 8月30日（月）-9月14日（火）までの 81亘］ 

レとき 、D873α月） （②）9/ 1（水） （③）9/3（金） （④）9/6（月） 

⑤9/8（水） ⑥ 9/1α金） ⑦ 9/1α月） ⑧ 9/14(火） 

ン時間 午後 6時～9日寺 

ンところ 青森県立五所川原工業高等学校 プログラミング室他 

レ対象 期間中受講可能な、一般社会人（入門者および初級者） 
・定員 30名 ・受講料一無料・ ・講師五所川原工業高等学校教員 

レ申し込み受付期間と方法 平I戎 5年8月 2 日（月）-8月14日（土） 

「はがき」 に、住所、氏名、年齢、性別、勤務先、 自宅電話番号 
を明記してくださし、七, 

＞申し込み先と問い合わせ 〒037 五所川原市大字湊字り拾越192 
五所川原工業高等学校公開講座係 胃35 - 3 4 4 4 

※ 申し込み者が定員を超えた場合は、抽選等により決め、 申し込 
み締め切り後に、各人に連絡します。 

主 催 青森県教育委員会 青森県立五所川原高等学校 

5 平成5年8月1日 

市
内
高
野
の
、

「天明一プ一
• 

今
博
さ
ん
(
高
野
字
柳
田
二

五
七
)
は
、
同
地
区
内
に
建
立
さ

れ
て
い
る
供
養
碑
の
文
字
な
ど
が
、

風
化
さ
れ
読
み
に
く
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
無
料
で
補
修
を
手
掛
け

て
い
た
も
の
で
す
が
こ
の
ほ
ど
完

了
し
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
、
今
か
ら
約
二
百
年

前
、
天
明
二
年
か
ら
連
続
六
年
間
、

津
軽
地
方
を
襲
っ
た
凶
作
に
よ
り

餓
死
し
た
と
い
わ
れ
る
八
万
人
の

需
を
供
長
す
る
た
め
、
第
九
代
目

~、
I 

博
さ
ん

の
津
軽
藩
主
寧
親
が
文
化
十
二
年

(
天
明
の
飢
鐘
の
三
十
三
回
忌
に

当
た
る
)
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

補
修
完
了
に
当
た
り
、
今
さ
ん

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
市
の
広
報
の

「市
史
編
纂
だ

よ
り
」
第
十

一
回
目
に
、
『
天
明
の

飢
鐘
と
飯
詰
村
』
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
の
住
む
高
野
地
区
内

に
は
そ
の
供
養
碑
が
昔
か
ら
あ
っ

た
の
で
す
。

きれいになった供養碑

長者森墓地ヘ

臨時パスが運行します。

月日
営業所 駅前発 松島

墓地着 墓地発発 団地

8月13日 11 : 00 11 : 15 11 : 25 11 : 40 12: 10 

8月13日 14: 00 14 15 14: 25 14 40 15: 10 

8月14日 16: 00 16: 15 16: 25 16 40 17:10 

8月15日 16 00 16 15 16: 25 16: 40 17: 10 

8月20日 14: 00 14: 15 14: 25 14 40 15: 10 

仁〉運行日時

運行経路 (各停留所停車)

営業所一駅前一松島団地ー墓 地 (葬斎苑前)

料金 営業所~320円駅前~300円

松島団地~200円

交通安全は家庭か 、「ー一一ー

. . . 

県 内 五管所川原市内

発 4，026 179 

生 (+ 73) (-1) 

死 8 3 3 

者 (+ 3) (-2) 

傷 4，880 204 

者 (+ 82) (-3) 

( )内は前年対比。

ドアしめて

ベルトをしめて

気をしめて

いっしょにはじめてみませんか

平成5年度五所川原エ業高等学校公開講座
パソコン・ワープ口入門講座

四
年
餓
死
諸
霊
供
養
碑
」
を
補
修

今
は
飽
食
の
時
代
で
当
時
の
惨

状
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
達
の
祖

先
の
苦
労
を
思
う
と
き
、
こ
の
こ

と
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

今
の
私
達
の
責
務
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。」

語
り
継
ぐ
だ
け
で
は
消
え
て
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
が
こ
う
し
て
形

に
な
っ
て
残
り
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

仁〉内容 はじめてパソコンを手にする人を対象に、ひとり 1台で、

キー操作、ワープ口、表計算(ロータス 1-2-3)の順で、や

さしく、ていねいに、楽しく学習します。

じ〉期間 8 月 30 日(片)~9 月 14A (火)までの 8巨|

じ>とき ① 8/3α月) ② 9/ 1(水)③9/3(金)
⑤ 9/8(水) ⑤ 9/10(金)⑦9/13(JJ)

仁〉時間 午後 6 時~9 時

じ〉 ところ 青森県立五所川原工業高等学校プログラミング室他

じ>対象 期間中受講可能な、 一般社会人(入門者および初級者)

・定員 30名 ・受講料無料 ・講師五所川原工業高等学校教員

c> 申 し込み受付期間と方法 平成 5年 8 月 2 日(月)~8 月 14 日 UJ

「はがき」 に、住所、氏名、年齢、性別、勤務先、自宅電話番号

を明記してください。

じ〉申し込み先と問い合わせ 干037五所川原市大字湊字船越192
五所川原工業高等学校公開講座係 835 -3444 

※ 申し込み者が定員を超えた場合は、抽選等により決め、申し込

み締め切り後に、各人に連絡します。

主催 青森県教育委員会青森県立五所川原高等学校

④ 9/ 6(月)
③ 9/14(;)() 

平成5年8月 l日5 



ょサ鯉がI無h  

市民の皆さんノ 

「21世紀五所川原市民会議j'iiiikIftlhiI 
地域集会の日程が決まりました馴lJtIIuIIuIIJ 

市民の皆さんク 

印項から行政に望みたいこと、 こうあってほ 

しい、 と、思っていることはありませんか。 

市では、次の日手呈で 「2H甘紀五所川原市民会 

議」 坦l域集会を開催します。 

農業問題、ふるさとづくりへのご提言、 ゴミ 

問題など、何んでも結構です。 

どなたでも自由に参加し、 自由に発言してく 

ださし、。 

（集会の後には、 ささやかですが懇親の時問も 

用意しております。） 

@）日 程 

是非、 ご近所お言秀い合オっせのうえご参加くだ

さい。 

昨

年
の
地
域

集

会
 

日
  

口
］
 
 

曜
日
 

時 間 対象地区 開催場所 月
  

口
］
 
 

曜
日
 

時―間 対象地区 開催場所 

8
  

16 日
。
 
 

9: 30-S- 長橋地区 
コ ミ コ. ニテ イ

セ ンタ 一長橋 

8
  

19 木
  

9 : 3O- 飯詰地区 
コ ミ コ ニテ イ

センタ ー飯詰 

13 : 30- 毘沙門地区 
毘沙門・長富コミ

ュニテイセンター 
13 :30~ 七和地区 

コ ミ コ. ニ テ イ

セ ン タ ー七和 

17 火
  

9 : 3O'- 中川地区 
コ ミ コ ニ テ イ

セ ン タ 一中川 
20 金

  

9: 30-

13: 3Q- 
栄 地 区 

コ ミ コ 二 テ イ

セ ン タ ― 栄 

13 : 30- 三好地区 
コ ミ コ，ニテ イ

セ ン タ 一三好 

23 日
。
 
 

9 : 30-- 五所川原目日 
しきしまコミュ

二テイセンター 

ー
 
8
  

水
  

9 : 30'- 松島地区 
コ ミ コ，ニテ イ

センタ 一松島 
13 : 30-- 梅沢地区 

梅沢コ ミ コ一ニ

テ イ セ ン タ ー 

13 : 30'-- 五所川原圃 
富士見コミュニ

テ イ セ ン タ ― 
24 火

  
9 : 30- 小曲地区 農村婦人の家 

自衛官を募集します 
	

●五所川原自衛官募集事務所 胃35 - 2 3 0 5 
一般曹候補ツ叫二・曹候補上・航空‘"iニゾ~ 

	
●市 民 課（内線262) 

種 	目 応 募 資 格 受 	イ寸 	拶］ 	間 第 li欠試験 

一般曹候補学生 

平成 6年4月 1日現在18 
歳以上21歳未満の高校卒
業（又は見込み）の男子一
及び女子一 

成

8
高
定

年

2
学
は
  

5
月
等

者

平
 
ノ

ー
  

1
3
 か
 

日
校

9
 

一
新
月
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平成 5年9月19日 

曹 候 補 士 

平成 6年4月 1日現在18 
歳以上27歳未満の高校卒
業（又は見込み）の男子一
及び女子一 

成

8
高
定

年

2
学
は
  

5
月
等

者
  

1
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日
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平成 5年9月19日 

航】 空 学 生 

平成 6年4月1日現在18 
歳お太上21歳未満の高校卒
業（又は見込み）の男子一
及び女子一 

平成 5年 
8月 2 日～9月13日 

平成 5年 9月23日 

平成 5年8月 1日 6 

市民の皆さん

~12JII~註炉五百斤 J.ltl 田市民ゐ幸義
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市民の皆さん.イ/

日頃から行政に望みたいこと、こうあ ってほ

しい、と、思っていることはありませんか。

市では、次の日程で r21-世紀五所川原市民会

議」地域集会を開催します。

農業問題、ふるさ とづくりへのご提言、ゴミ

問是重など、イ可んでも市吉槽iです。

どなたでも自 由に参加し、自由に発言してく

ださ い。

〈集会の後には、ささやかですが懇親の時間も

用意しております。〉

。 日程

是非、ご近所お誘い合わせのうえご参加くだ

さい。

昨
年
の
地
域
集
会

月 日
曜

時間 対象地区 開催場所 月 日
曜

時 -間 対象地区 開催場所
日 日

長橋地区
コミュニテイ

飯詰地区
コミュニティ

9: 30~ 
センタ一長橋

9: 30~ 
センター飯詰

16 月 19 木

毘沙門地区
毘沙門・長富コミ

七和地区
コミュ二ティ

13: 30~ 13 : 30~ 
センター七和ユニティセンター

9: 30~ 中川地区
コミュニティ

20 金
9: 30~ 

栄地区
コミュニティ

センター中川 13 : 30~ センタ一栄

8 17 火 8 

三好地区
コミュ二ティ

9: 30~ 五所川原(北)
しきしまコミュ

13: 30~ 
センタ一三好 ニティセ ンタ ー

23 月

9: 30~ 松島地区
コミュニテ ィ

梅沢地区
梅沢コミユ二

センター松島
13: 30~ 

ティセンター

18 水

13 : 30~ 五所川原(南)
富士見コミユニ

24 火 9: 30~ 小曲地区 農村婦人の家
ティセンター

自衛官を募集します
般曹候補 学生・欝候補i土・航空学生

-五所川原自衛官募集弓事務所 宮 35-2305

・市 民 課 ( 内 線 26 2) 

種 目 応: 募 資 格 '!Ji.ζ ， 手f 期 問 第 1次試験

平成 6年 4月 1日現在18 平成 5年

一般嘗候補学生
歳以上21歳未満の高校卒 8 月 2 日 ~ 9 月 13 日

平成 5年 9月19日
業(又は見込み)の男子 (高等学校新規卒業予)
及び女子 定者は 9月 6日から

平成 6年 4月 1日現在18 平成 5年

暫候 補 士
歳以上27歳未満の高校卒 8 月 2 日 ~9 月 13 日

平 成 5年 9月 19日
業(又は見込み)の男子 (高等学校新規卒業予)
及び女子 定者は 9月 6日から

平成 6年 4月 1日現在18

航 空 持-fA 生
歳以上21歳未満の高校卒 平成 5年

平成 5年 9月23日
業(又は見込み)の男子 8 月 2 日 ~9 月 13 日

及び女子

平成5年8月11:1 6 



平成5年度 

五所川原市職員の募集 

＞受験申し込み用紙 

斗勺戎 5 年 8月 2 日から、人事課で配布。 

D受付期間 5lz成 5年8 月10日（火）-'---8 月20日（金） 

レ試験に関する申し込み及び問い合わせ一 

市役所人事課合0173-35-21 11（内線311---313) 

『り※印の学科については、これに相当する三認められる学科を合みます。 

職 	種 採川戸上た t[ 2 	験 	資 格麟織 鷺難響の日時場所 × 内容 

級
  

般

務
  

(1) 昭和39年4月 2 日から昭

までに生まれた者 

(2）大学を卒業した者又は平」 

業見込みの者 

和47年4月1日

成 6年 3 月に卒 

第一次試験 

レ日時 9月19日（日）午前 9時 

ン場所 青森県立 

五所川原高等学校 

レ内容 ①教 養 試 験 

②事務適正検査 

③英 語 試 験 

第二次試験 

ン日時 11月初旬（予定） 

レ内容 ①面接試験 

②作文試験 

初級 般 

事 	務 

7 人程度 (1）昭和45年4月 2 日から昭

までに生まれた者 

(2）短期大学若しくは高等学, 
又は平成6年3月に卒業見

を卒業した者又は平成 6年

みの者を除く。） 

和51年4月1日 

校を卒業した者

込みの者（大学 

3 月に卒業見込 

うち、英語技能検定2 

ロシア語、中国語、韓国語の外国語に堪能

特技として郷土芸能（津軽三味線等）のて 

級合格以上の資格を r有する者又は 

三な者 	若干 

三きる者 	1人 

上級 「木 

(1）昭和39年4月 2 日から昭, 
までに生まれた者 

(2）大学の学部で※土木工学；

て卒業した者又は平成6年

の者 

和47年4月 1日 

”の課程を修め 

「 3月卒業見込み 

初級土木 

2 人程度 (1）昭和45年4月 2 日から昭, 
までに生まれた者 

(2）短期大学若しくは高等学；

課程を修めて卒業した者又

に卒業見込みの者（大学を」 

平成 6年3 月に卒業見込み 

ト日51年4月1日 

校で※土木科の

は平成6年3月

卒業した者又は

の者を除く。） 

I一級農業 1 人程度 

(1）昭和39年4月 2 日から昭J 
までに生まれた者 

(2）大学の学部で※農学部の1 
業した者又は平成6年3 月‘ 

和47年4月1日 

課程を修めて卒

卒業見込みの者 

市 民 弓 道 教 室（中学生・一般）  

姿勢が良くなり健康になる弓道をやってみま 

せんか。 とくに、勉強や仕事でストレスのたま 

っている方大歓迎。中学生の皆さんや初心者の 

方々にも弓道会の有段者が親切に指導いたしま 

す。気軽にお出でください。 

＞期間 8月28日から10月30日まで。 

ン時間 毎週火・土曜日 午後 7時～9時。 

ン場所 三道会館弓道場（市役所隣） 

D＞問い合わせ先 市内新町ー ナリタ印店 

(胃35 一 1 083) 

レ主催 五所川原弓道会 

ン後援 五所川原市教育委員会 

ンそのlth l）受講料は無料です。 

2）弓具は備えイ寸けのものがあります。 

7 平成 5年8月1日 

3）中学生は、 1年生・2年生各10名

で締め切ります。 （保護者の同意

カも必要です。） 

練 習 風 景 

仁〉受験申し込み用紙

平成5年度 平成 5年 8月 2日から、人事課で配布。

五所川原市職員の募集
じ>受付期間 平成 5 年 8 月 10 日(火)~8 月 20 日(金)

じ〉試 験 に 関 す る 申 し 込 み及 び 問 い合 わせ

市役所人事課宮0173-35-2111(内線311~313)

倒※印の学科については、これに相当すると認められる学科を含みます。

職種

k級 一般

事務

初級 一 般

事務

上級土木

初級土木

上級農業

採加予定人民

7人程度

ぷ".Jι 験 資 』名

(1)昭和39年 4月 2日から昭和47年 4月 11-1 

までに生まれた者

(2)大学を卒業した者又は平成6年 3月に卒

業見込みの者

(1)昭和45年 4月 2日から昭和51年 4月 1日

までに生まれた者

(2)短期大学若しくは高等学校を卒業した者

又は平成6年 3月に卒業見込みの者(大学

を卒業した者又は平成6年 3月に卒業凡込

みの者を除く 。)

うち、英語技能検定2級合絡以上の資格を有する者又は

ロシア語、中国語、韓同語の外国語に嵯能な者 軒 下

特技として郷土芸能(津軽三味線等)のできる者 1人

2人程度

1人程度

(1) 昭和39年 4月 2日から昭和47年 4月 1日

までに生まれた者

(2)大学の学部で※土木工学科の課程を修め

て卒業した者又は平成6年 3月卒業見込み

の者

(1)昭和45年 4月2日から昭和51年 4月 111 

までに生まれた者

(2)短期大学若しくは高等学校で※土木科の

課程を修めて卒業した者又は平成6年 3月

に卒業凡込みの者(大学を卒業した者又は

平成6年 3月に卒業見込みの者を除く 。)

(1)昭和39年 4月 2日から 吋 凶 年4月 1日

までに生まれた者

(2) 大学の学部で※農学部の課程を修めて卒

業した者又は平成6年 3月卒業見込みの者

試験のf:I時 ・場 所 ・内科

第一次試験

c>日時 9月19日(日)午前9時

じ〉場所 青森県立

五所川原高等学校

じ〉内容 ①教 養 試 験

②事務適正検査

③英語試験

第二次試験

じ〉 日時 11月初旬(予定)

じ〉内容 ①面接試験

@作文試験

!市民弓道教室(中学生・ 一般)
姿勢が良くなり健康に なる弓道をやってみま

せんか。 とくに、勉強や仕事でストレスのたま

っている方大歓迎。 中学生の皆さんや初心者の

方々にも弓道会の有段者 が親切に指導いたしま

す。気軽にお出でください。

b期間 8月28日から10月30日まで。

b時間 毎週火 ・ 土曜日午後 7 時~9 時。

b場所 三道会館弓道場(市役所隣)

じ>問い合わせ先 市内新町ナリタ印届

(宮 35-1 0 8 3) 

b主催 五所川原弓道会

じ〉後撮 五所川原市教育委員会

bその他 1)受講料は無料です。

2)弓具は備え付けのものがあります。

7 平成5年8月 1日

3)中学生は、 1年生 ・2年生 各10名

で 締 め 切 り ま す。 (保護者の同意

が必要です。)

練習風景
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ン対象】五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

＞内容：」血」王相談、病気の相談、心の相談 

レ料金】無 料 

）持参するもの I 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦力沫目談に応じます 

毎
月
 
日
は
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、
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日
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=＝飲んで乗るあなたは天国家族は地獄三交通安全は家庭から 

県内の交通事故概況議懸馴策協議会 
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飲酒運転による死者 12(24) 

高 齢 者 の 死 者 19(17) 

シ
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ト
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着 用 義 務 者 
（着けなければならない人） 35(39) 

死
者
 

●

l
 
n
J
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74
(73) 非 着 用 者 

（着けていなかった人） 32(31) 

傷
者
 
晶
  

4,366 
(4,211) 

着けていれば助かっ
たと思われる人 

15
(11) 

( ）内は前年。累計は1月から 

	 シ トベルトしめる心が身を守 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

七 	和 	農 	協 8月 2 日（月） ii: 00- 
13 : 00 

高 瀬 集 会 所 8月 2 日（)l) 0
1
 
0
2
 

＼
 
・
  3
 
0
 

 
ニfコi 田 坂 公 民 館 8月 3 日（刃 

10 : 30- 
12 : 00 

高野文化センター 8月 5 日（羽 
10 : 30--- 

12 : 30 

野 里 公 民 館 8月 5 日（村 
13 : 30--- 

15 : 00 

コセ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
一
 
テ
中
 
イ

川
  

8月 6 日（劃 
10 : 30- 

12 : 00 

コセ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ

一
 
テ

長
 
イ
橋
 

 

8月 6 日（金） 13 : 00-- 
14 : 30 

II、
ウ
 
ュ
 
ニ
 

コ
 
ハ
 
テ

原
 
イ
子
 

ス
  

8月10日（火） 11: 00- 
12 : 30 

石 畑 集 会 所 8月12日（村 12 : 30'- 
14 : 00 

ュ
 
ニ
 

コセ
 
ミ
ン
 
テ

一
 
イ

栄
 

タ
  

8月12日（村 10 : 00- 
14 : 00 

コセ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ

一
 
テ
梅
 
イ
沢
 

 

8月17日（火） 10 : 00-- 
12 : 00 

唐笠柳 
保健協力員「橘菊江」宅 

8月18日（水） 13 : 00- 
14 : 30 

コセ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ
一
 
テ
飯
 
イ
詰
 

 

8月19日（刈 10 : 00- 
12 : 00 

姥 落 集 会 所 8月20日（田 
10 : 30- 

12: 00 

戸 沢 公 民 館 8月23日（)1) 10: 00-"-- 
12 : 00 

「戦没者の妻・父母等の皆さん 
特別給付金が継続支給されます 」 

特別給付金の最終償還を終えた戦没者等の妻

及び父母等に改めて特別給イ寸金が支給さ才します。 

◇ 第10回特別給付金「い号」国債を受けられ

た戦没者等の妻に、額面180万円の特別給

イ寸金が支給されます。 

◇ 第14回特別給イ寸金「い号」国債を受けられノ

た戦没者の父母等に額面90万円の特別給不」一

金が支給されます一。 

ン問い合わせ 市民課（内線262) 

旧家の史料から 

五所川原の歴史を学ぶ会 
（近世古文書解読講習会） 

歴史に関心のある方、古文書を読みたい方、 

どなたでも気軽にご参加ください。 

1 日時 平成5年8月22日（日） 10 : 00-15 : 00 

2場所 市立図書館 2階 

3主催 北奥文化研究会・市教育委員会 

4講師 豊島勝蔵氏（市史編集委員、北奥文化 

研究会会長） 

小山英治氏（北奥文化研究会事務局長） 

5 定員 50名（定員になり次第締めfJlJります） 

6受講料 500円（資料代として当日受イ寸） 

7 申し込み先 市教育委員会 社会教育課 

（内線250) 

「行方不明の人をさがす相談所」 
―を開設 	 五所川原警察署 

あなたのまわりで、 突烈行丁方がわからなくな

った方や、長い間連絡が無い方はいませんか。 

警察では、年間をとおして、身元確認の相言炎

を受けI寸けていますが、特に8月1日から31日

までの1カ月間を 「行方不明者をさがす月間」 

として一、皆さんの相談に応じます。 

家出人・（届け出のまンった数）全匡に二；53,000人

青森県内 986人 

身ル不明のまま埋葬されている方 

全匡1て三 11,349体 青森県内 143体 

お盆も近くなりました。行方ィ望月者一のいる家

族の方は、是非、相談してみてください。 

（秘密は守られます。安心しておでかけください） 

レ問い合わせ 五所川I京警察署容35 - 2141 

8月19日はバイクの日 
(8 1 9) 

ニ輪車の安全につとめましょう 

平成 5年8月 1日 8 

**********索活社会場社会*************• • t身も心もさっぱり ま
~ )7，;岩 国写 士回 吾火 喧歪 背骨
官官 1 \1弓~ HR  'rl"唱 百'1..' ;;事二 殺* 一ー 一、 .【 戸、 ーー 曜を

**************************** 
仁〉対象 五所川原にお住まいの方で、ご(1身2え

ひご家族の身体ぐあいのギで心配されているノJ

b内容 ・血圧相談、病気の相談、心の相談

b料金 無料

b持参するもの 健康手帳(お持ちのノ17)

保健婦が相談に応じます

日目 {r~ 場 所 I}~I{住 )J I1 rJljf制l寺II¥J

七ー 手I1 段 協 8刀2IJ (!J) 
11 : OO~ 

13: 00 

InJ 品質 集 Z4E 』 所 8Jj 2日(fJ)
11 : OO~ 

12: 30 

イヲ同坂公民館 8月 3n(火)
10 : 30~ 

12: 00 

高野文化センター 8刀 511(本)
10 : 30~ 

12: 30 

野 型 公 上正 trr: 8月 5n(本)
13 : 30~ 

15: 00 

コミュニアイ
8月 6fI(合)

10 : 30~ 
センター中川 12: 00 

コミュニアイ
8Jl6fi(命)

13 : OO~ 
センター長橋 14: 30 

コミユニアイ
8月1011(火)

11 : OO~ 
ノ¥ ウ ス j点 子 12: 30 

二?i 士IU 集 ぷコE』 所 8 JJ1211(本) 12 : 30~ 
14: 00 

コミュニアイ
8 )]1211 (，f;) 

10 : OO~ 
セ ン タ 栄 14: 00 

コミュニアイ
8 JH7卜101<)

10 : OO~ 
セ ンタ一村正沢 12: 00 

府笠捌l
8月18n(水)

13 : OO~ 
保健協力員「橘菊江」宅 14 : 30 

コミュニティ
8)J19il(本)

10 : OO~ 
センター飯諸 12: 00 

姥 ;包← 集 τ4z』zz 所 8 )120日(命)
10 : 30~ 

12: 00 

戸 沢 公 民 館 8月23I1 (!J) 
10 : OO~ 

12: 00 

「戦没者の妻・父母等の皆さん「
」ー特別給付金が継続支給されます一」

特別給イ、J金の最終イ臼i昌弘を終えた戦没者等の24
及び父母等に改めて特別給付余が支給されます。

O 第 10同特別給付金「レ、号」国位を受けられ

た戦没者等の実に、額面 18 0万円の特別給

付 金が支給されます。。第 1411'1特別給付金「いザJ I玉|位を受けられ

た戦没者の父付等に額面 90万円の特別給付

金が支給されます。

b問い合わせ 市 民 謀 ( 内 線 26 2) 

[旧家の史料から l 

五所川原の歴史を学ぶ会」
(近世古文書解読講習会)

歴史に関心のある方、古文芸1干を読みたい方、

どなたでも気軽にご参加ください。

1日時 平成 5年 8月 22日(11) 10: 00~15 : 00 

2場所 市立図枠館 2階

毎 3主催 北 奥 文 化 研 究 会 ・市 教 育 委 員 会

月 4講師 豊島勝蔵氏(d"i史編集委員、北奥文化

研究会会長)

小山英治氏(北奥文化研究会事務局長)

交 5定員 50:1ろ(定員になり次第締め切ります)

通
安
全
F占『

家

庭
の
日

日
は

6受講料 500円(資料代として当日受付)

7申 し 込 み 先 市教育委員会社会教育課

(内線250)

「行方不明の人をさがす相談所ぶ
しを開設 五所川原警察署」

あなたのまわりで、突然行方がわからなくな

士 った方や、長い間連 絡が 無い 方は いま せん か。

ぺ 警 察 で は 、 年間をとおして、身元確認の相談

白 を受け付けていますが、特に 8月 1日から31日

ム ま で の 1ヵ月間を 「行方不明者をさがす月間」

F飲んで乗るあなたは天国家族は地獄=交通安全は家庭から『 ご として、持さんの相談に応じます。

県内の交通さ

6月 累 計

発生
671 3，598 
(667) (3，491) 

者死
21 74 

(23) (73) 

警
817 4，366 
(816) (4，211) 

( )内は前年。弄

6月 累 計 飲酒運転による死者
12 

死 (24) 

発 671 3，598 
高齢省の死者

19 
生 (667) (3，491) 者 (17) 

着用義ら務な 者 35 
死 21 74 の ilJ着けなければな い人) (39) 
者 (23) (73) 

つ 卜非着用人者) 32 
ベ(着けていなかった (31) 

傷 817 4，366 ち ル着けていればれ助かっ 15 
者 (816) (4，211) ト たと恩わる人 (11) 

( )内は前年。w-

ンートベルトしめる心が身を守る--

家 出人 ・(届け山のあった数)全国で53，000人

青森県内 986人
十

E 身元不明のまま埋葬されている方

交 全 同で 11，349体 青森県内 143体

通 お 盆 も 近 く な り ま し た。 行方不明者のいる家

主 族 の方 は是 非相 談し てみ てく ださ い。

ゼ
口
の
日

(粧品=は守られます。安心しておでかけくださu、)

仁>問い合わせ 五 所 川 原 響 察 署宮 35-2141 

8月19日はバイクの回

二輪車の安全につとめましょう

8
 

H川。。由。5
 

ぃ収平



は づき 

月葉月 

みんなの健康教室 
8 月27目 （金）午後 1~時 

市保健センター 

名窮泰 ‘実 り、三生 

（佐藤内科小児科医I院長） 

糖尿病と高脂血症 

北五医師会・市f呆健協議会 

時
 
所
師
 

日
 
場
 講

ン
ン
レ
 

マ
 
催
 

片
 特

別
保
証
制
度
の
 

ご
案
内
 

五
所
川
原
市
で
は
、
地
域
中
小
 

企
業
者
の
経
営
の
安
定
と
発
展
の
 

た
め
に
必
要
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事
業
資
金
に
「
い
 

て
、
青
森
県
信
用
保
証
協
会
と
協
 

調
し
て
次
の
よ
う
な
特
別
保
証
制
 

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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金
 

保
証
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額
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五
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年
率
 
七
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〇
％
以
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保
証

料
 

年
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▽
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代
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保
証
金
額
 
二
、
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〇
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円
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間
 

七
年
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息
 

年
率
 
七
・
二
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％
以
内
 

保
証
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年
率
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詳
し
く
は
青
森
県
信
用
保
証
協
会
 

五
所
川
原
支
所

（
合
三
五ー
四
一
 

ニ
一
）
ま
た
は
商
工
観
光
課
（
内
 

線
二
六
〇
）
 
（お
問
い
合
わ
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

、  市役所公351ユ111 

献血 

期 日 時 	間 場 	 所 

8月12日 

（木） 

午前93吟から

午前11伽0分まで 

コミュニテイセンター梅沢前 

（赤十字奉仕団梅沢分団協賛） 

午後0時30分から

午後1時1紛まで 

コミュニテイセンター長橋前 

（赤十字奉仕団長橋分団協賛） 

午後1時30分から

午後2時15分まで 

松 野 木 小 学 校 前 

（赤十字奉仕団長橋分団協賛） 

l確2卑紛から

午後4蜘吟まで 

金山特別養護老人ホーム 

「青山荘」前 

血禁成分献血 

期 日 日寺 	間 場 	所 

8月17日 
午月tIlo時から

午後3時まで 

市保健センター 

1 階 

のびのび赤ちゃん・満 1歳 

梅田繭衣ちゃん（布屋町） 

母・恵さん 上の子 2人も女の子ですので、 

その中へ入って一緒に遊んてル、るんですよ。な

んでもよく食べ、 ぐっすり眠るのてミ、 こんなに

コロコロになって一。元気に育ってくれること

が何より、 と思っています。 

うす味料理講習会 

、緑黄色野菜をたっぷりと～ 
対象地区 開催月日 締め切り 開催場所 

高 	野 
8月18日 
（水） 

8月12日 

（木） 
高野文化
センター 

ン時間 午前 9時30分～午後 1日寺 

レ献立 〇アスパラガスのキャベツローノレ 

〇魚の野菜ソース 

〇椀盛り 

ン料金 無 料 

ン持参するもの みそ汁（小ヒえノに入れて） 

健康手帳、 ごはん、ェプロン、 

筆記用具 

レ申し込み先 地区の保健協力員へ 

（参加申し込み用紙があります） 

ン時間

レ献立 

9 平成 5年 8月 1日 

      

       

       

       

のびのび赤ちゃん・満1歳③月華道

母 ・恵さん 上の子 2人も女の子ですので¥

その中へ入って一緒に遊んでいるんですよ。な

んで も よ く 食 べ 、 ぐ っ す り 眠 る の で 、 こ ん な に

コ ロ コ ロ に な っ て 一 。 元 気 に 育 っ て く れ る こ と

が何 よ り 、 と 思 っ て い ま す。

梅田繭衣ちゃん (布屋町)

期日 時 間 場 所

午前抑制服尚も コミュニティセンター梅沢前

午前11嗣扮まで (赤十字奉仕団梅沢分団協賛)

午後O時30分から コミュニティセンター長橋前

8月12日 判長l時15分まで (赤十字奉仕同長橋分団協賛)

(木) 午後l時305尚も 松野木小学校前

午後2時15分まで (赤十字奉仕団長橋分団協賛)

午後2時45分から 金山特別養護老人ホーム

判長4嗣扮まで 「青山荘j 前

市役所宮35-2官官官

i献血 |

うす味料理講習会

午前 9時 30分~午後 1時

0 アスパラガスのキャベツローノレ

0;魚の野菜ソース

0椀 盛 り

仁>料金 無料

じ>持参するもの

!血祭成分献血 !

時 所

市保健セ ンタ-

1 階

"-仁f
句wJ

午前10時から

午後 3時まで

II¥J 

b時閉

じ〉献立

みそ汁(小ピンに入れて)

健康手帳、 ごはん、エプロン、

乍 記 用 具

地区の保健協力員へ

(参力11申し込み用紙があります)

みんなの健康教室
8月27rJ (金)午後 111寺

山保健センター

佐藤実 先生

(佐藤内科小児科医院長)

新尿病と高脂血症

北五医師会 ・市保健協議会

時

所

師

回

場

講

b
b
k
v
 

じ>申し込み先

bテーマ

b主 催

五
所
川
原
市
で
は
、
地
域
中
小

企
業
者
の
経
営
の
安
定
と
発
展
の

た
め
に
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要
な
事
業
資
金
に
つ
い

て
、
青
森
県
信
用
保
証
協
会
と
協

調
し
て
次
の
よ
う
な
特
別
保
証
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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マ
近
代
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率
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・
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証
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八
五
%

詳
し
く
は
青
森
県
信
用
保
証
協
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五
所
川
原
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所
(
宮
三
五
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四
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こ
こ
ま
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光
課
(
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六

O
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
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だ
さ
い
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特
別
保
証
制
度
の

ご
案
内

'. 

、!Z/Jx5年 8月 1fI 9 



I ト日 

1 トコ 

ト日 時 9 月11日（ Iり～12日（日） 

トコース 五所川原中三デパート前発6 : 30～鶴田～板柳～ 

藤崎～古川～小黒崎観光センター（昼食）～鳴子こけし館～ 

鳴子歴史の道、尿前の関～尾花況～山寺参拝～釜房湖泊～ 

定義如来～仙台博物館、特別展～岩出山（昼食）～有備館～ 

古川～五所川原中三デパート前着14: 30 

ト集合時間・場所 五所川原中三デパート前 午前6: 30 

ト会 費 21,780円（宿●白、見学料込み） 

ト申し込み先 青森県歴史の道整備促進協議会事務局（ 0177 - 22- 902の 

ト申し込み受付時間 午前8時30分～午後4時まで（日曜日、祝日を除く） 

ト申し込み締切 8 月30日（月） 

鳴子、山寺、仙台、史跡めくり ノ 

/
 r―ー 

平成 5年8月 1日 10 

訓
護
纂
灘
繊
 

（
原
田栄
子
さ
ん
他
。
 

何
が
で
て
く
る
か
お
た
の
 

し
み
）
 

、
ノ
 

、
〉
対
 
象
 
小
学
生
 

く

各
加
料
叡
鷺
も
ど

う
ぞ
）
 

、 
2 
I 
I 

I 
I 

ミ会 I 
8 

～ンで。叱雪z2 

●会場●五所川原市民体育館 

●期間● 8月27日金～29日（日 

●時間●午前10時～午後4時まで 

■主催／五所川原市 
財大阪科学技術センター 

●後援／青森県・青森県教育委員会
五所川原市教育委員会 

冠 

を
受
け
取
っ
た
ら
 

国
民
年
金
の
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

八月の 

年 

金 

老
齢
福
祉
年
金
は
、
全
額
が
国

の
負
担
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
本
人

・
配
偶
者
・
扶

養
義
務
者
の
、
前
年
の
所
得
が

一

定
額
以
上
あ
る
と
き
ゃ
、
他
の
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
 

老
齢
福
祉
年
金
の
一
部
ま
た
は
全
 
 

額
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
確
認
し
、
今

年
の
八
月
か
ら
来
年
七
月
ま
で
の

一
年
間
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
審
査
し
て
、
十
二
月
と
来
年

の
四
月
期
支
払
欄
に
、
金
額
を
記

入
す
る
た
め
に
証
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

も
し
、
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
を
忘
れ
た
り
す
る
と
、
十
一
月

に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
八
月
期
の
年
金
を
受
け

取
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
国
民
年
金
証

書
を
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

祭
サ
期
間
麟
瓜
月
危
日
（
主）
 

ロ
」も
」
N

‘
か
リ
‘コ

、
こ
勺
い
」
表
土
寸
旧
削
」
よ
、
 

朝
七
時
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
o
 

⑥
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
し
ま
し
よ
う
。
 

一
 

⑥
資
源
ご
み
は
集
団
回
収
し
、
再
資
源
業
者
へ
出
し
ま
し
よ
う
。
 

⑥
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
対
し
て
は
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

▽
問
い
合
わ
せ
 
保
健
環
境
課
 
内
線
二
六
九
 

《
 

(
 

無 ( 小し何信た五八
料大学みが告の所月
で人生)で思し 川卜
すの で全い原一
。方 く Jてお市円

も るアは立(ノJ~)
ど か広な阿午
う お lT し古前
ぞ た 長官 1-
) の 時

。
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

。
資
源
ご
み
は
集
団
回
収
し
、
再
資
源
業
者
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

。
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
対
し
て
は
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

-会場・五所川原市民体育館

・期間・8月27日制"'29日(日)
・時間・午開O時~午後4時まで
・主催/五所川原市

財)大阪科学技術センター

・後復/青森県・青森県教育委員会

五所川原市教育委員会

みんな、おいで- 1，

夏休みこどもの
つどい

ですよ。

。
と

O
と
こ
ろ

O
内

容
き

。
文サ

象

。
参
加
料

老
齢
福
祉
年
金
は
、
全
額
が
国

の
負
担
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
本
人

・
配
偶
者

・
扶

養
義
務
者
の
、
前
年
の
所
得
が

一

定
額
以
上
あ
る
と
き
や
、
他
の
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、

老
齢
福
祉
年
金
の一

部
ま
た
は
全

額
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
確
認
し
、
今

年
の
八
月
か
ら
来
年
七
月
ま
で
の

一
年
間
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
審
査
し
て
、
十
二
月
と
来
年

の
同
月
期
支
払
欄
に
、
金
額
を
記

入
す
る
た
め
に
証
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

も
し
、
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
を
忘
れ
た
り
す
る
と
、
十

一
月

に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
八
月
期
の
年
金
を
受
け

取
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
国
民
年
金
証

書
を
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

(鳴子、山寺、仙台、史跡めぐり)一一
砂日 時 9月11日(1)-12日(日)

砂ヨース 五所川原中三 デパート前発 6 : 30-鶴 田~板初11-

藤崎~肯 )11-小黒崎観光センター(昼食)-鳴子こけし館~

鳴子歴史の道、尿前の開~尾花況-iJJ寺参持~釜房湖i'Il-

定義如来~仙台博物館、特別展~岩出山(昼食)-有備館~

古川~ 五所川原中三 デパート前符14:30 

砂集合時間・ 場所 五所川原中三 デパート前

砂会費 21，780Pl (宿泊、兄学料込み)

砂申し込み先 7滞県歴史の道削船隼協議会'JJ務局(ft0177-22 -9020) 

砂申し込み受付時間 午前8Hキ30分~午後4時まで(円眼円、祝日を除く)

惨申し込み締切 8丹30円(月)

10 

午前 6: 30 

平成5年8月 1fl 
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